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毎年10月は国が定める「食品ロス削減月間」、10月30日は「食品ロス削減の日」です。
日本の食料自給率は約38％と低く、多くを海外からの輸入に頼っています。それにもか
かわらず、年間約461万トンもの食品を、まだ食べることができるのにゴミとして捨てて
しまっています。これは、１人当たり、おにぎり１個分の食べ物を毎日捨てている計算に
なります。食品ロスを減らすことは、地球環境を守り、限りある資源を大切にすることに
つながります。身近なことからできることを考えてみましょう。

この時期は、お米や大豆、さつまいもなど、昔から日本人の食生活に欠かすことのでき
ない作物の収穫の季節です。また、サンマをはじめ、サケ、サバ、カツオなどの魚は、秋
になると脂がのっておいしくなります。
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